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亭
序 

 

一
、
は
じ
め
に 

 

陳
鑑
本
蘭
亭
序
と
陸
継
善
本
蘭
亭
序
の
酷
似
に
つ
い
て
は
。
既
に
後
述
の

よ
う
な
先
学
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、

両
本
と
も
陸
継
善
の
模
写
本
で
あ
る
こ
と
を
推
察
し
、
両
本
が
神
龍
本
と
張

金
界
奴
本
と
の
中
間
的
位
置
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
次
に
陳
鑑
本
か
ら
派
生

し
た
刻
本
、
同
系
統
の
刻
本
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
米
元
章
「
書
史
」
の

「
蘇
氏
第
二
本
」
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
最
後
に
陳
鑑
本
が
偽
本
と
呼
ば

れ
、
陳
鑑
に
よ
る
模
写
本
だ
と
さ
れ
た
理
由
を
示
す
。  
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二
．
陳
鑑
本
と
陸
継
善
模
写
本
の
酷
似 

昭
和
蘭
亭
会
の
折
り
、
記
念
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
に
北
京

故
宮
博
物
院
所
蔵
の
陳
鑑
本
蘭
亭
複
製
折
本
が
あ
る
１

。
原
本
は
紙
本
巻
子

装
で
あ
る
。
収
録
さ
れ
た
跋
は
米
元
章
跋
と
政
和
六
年
汝
南
装
の
装
幀
記
録

の
み
で
、
外
の
跋
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
面
白
い
出
版
だ
と
思
っ
て
い
た
。

ま
た
、
東
京
開
催
の
昭
和
蘭
亭
記
念
展
図
録
２

に
も
蘭
亭
部
分
の
影
印
が
あ

る
。
た
だ
、
陳
鑑
本
そ
の
も
の
が
一
見
し
て
そ
う
立
派
に
見
え
な
い
の
で
、

私
も
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
。 

全
体
を
み
る
と
、
行
間
も
空
き
、

点
画
の
と
げ
と
げ
し
い
感
じ
が
不
快
で
あ
り
、
い
い
感
じ
が
し
な
い
。
む
し

ろ
米
元
章
の
見
事
な
跋
の
ほ
う
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
陳
鑑
本
蘭
亭
は
明
時

代
前
期
に
北
京
の
国
士
祭
酒
（
太
学
の
学
長
）
の
任
に
あ
っ
た
陳
鑑(

一
四

一
五
―
一
四
七
一)

が
、
所
有
し
て
い
た
唐
時
代
の
模
写
本
を
更
に
模
写
し

た
本
だ
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
乾
隆
御
覧
の
印
が
あ
る
が
、
成
親
王
に
下
賜

さ
れ
咸
豊
年
間
に
は
民
間
に
出
て
い
た
。 

 

一
方
、
台
北
故
宮
博
物
院
に
、
折
帖
に
装
幀
さ
れ
た
、
「
元 

陸
継
善
模

本 

蘭
亭
序
」
（
紙
本
）
が
あ
る
３

。
写
真
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ら
、
陳
鑑
本

と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
幸
い
展
示
さ
れ
て
い
た
の
で
、
陳
鑑

本
影
印
の
コ
ピ
ー
と
陸
継
善
模
写
本
を
二
〇
〇
八
年
三
月
二
四
―
五
日
に

台
北
故
宮
博
物
院
で
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
虫
食
い
損
傷
箇
所
な
ど
は
当
然
違

う
と
し
て
、
明
白
に
違
う
と
こ
ろ
は
殆
ど
無
い
こ
と
が
解
っ
た
。
瓜
二
つ
、

電
子
コ
ピ
ー
で
と
っ
た
か
の
よ
う
な
二
本
で
あ
る
（
図
一
、
左
陳
鑑
本
、
右

陸
継
善
本
）
。
な
お
、
陳
鑑
本
の
実
物
を
筆
者
は
ま
だ
実
見
し
て
い
な
い
こ

と
を
断
っ
て
お
く
。 

こ
の
酷
似
は
、
最
初
に
啓
功
先
生
が
「
論
書
絶
句
百
首
」
の
自
注
で
指
摘

し
た
よ
う
だ
。
徐
邦
達
先
生
「
蘭
亭
臨
本
前
後
七
種
考
」
４

で
啓
功
先
生
の



意
見
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
近
く
は
台
湾
の
高
明
一
先
生
が
、
「
元
代
陸

継
善
模
禊
帖
と
褚
模
蘭
亭
」
５

で
指
摘
し
て
い
る
。
以
下
、
敬
称
は
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
く
。 

二
本
で
違
う
部
分
は
、
僅
か
三
箇
所
で
あ
る
（
図
二
、
左
陳
鑑
本
、
右
陸

継
善
本
）
６

。 

・
七
行
末 

「
情
」
の
扁
の
縦
画
の
頭
が
少
し
違
う
。 

・
十
四
行 

「
静
」
の
縦
画
の
割
れ
が
陳
鑑
本
は
少
な
い
。 

・
十
五
行 

「
蹔
」
の
斤
字
の
最
終
画
の
破
筆
が
、
陸
本
は
な
く
、
最
終

筆
画
の
賊
鋒
が
な
い
。 

ま
た
、
原
本
の
損
傷
箇
所
を
模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
、
少
な
く

と
も
五
カ
所
あ
る
（
図
二
）
。 

・
一
行
末
「
會
」
下
部
の
欠
損
。 

・
三
行
の
「
畢
」
の
右
下
の
損
壊
。 

・
十
四
行 

「
其
」
字
の
下
部
横
画
左
部
分
の
欠
損
。 

・
二
十
行 

「
盡
」
、
「
古
」
、
「
云
」
。 

こ
の
縦
の
欠
損
筋
、
こ
れ
は
絹
本
で
糸
が
剥
が
れ
た
も
の
か
、
折

り
目
に
そ
っ
て
剥
落
が
起
こ
っ
た
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
。 

・
二
十
六
行 

「
人
」
字
の
最
終
筆
の
欠
損
点
。 

 

こ
う
い
う
損
傷
箇
所
は
ど
ち
ら
か
の
本
だ
け
を
み
て
い
る
と
、
た
ま
た
ま

虫
が
食
っ
て
い
た
か
、
剥
落
か
、
模
写
時
の
ミ
ス
か
写
真
の
傷
か
と
思
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
二
本
に
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
原
本
が
同
じ
な
の
か
、

一
方
が
他
方
を
精
密
模
写
し
た
の
か
の
ど
ち
ら
か
し
か
あ
り
え
な
い
。
お
そ

ら
く
原
本
が
同
じ
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
原
本
の
損
傷
箇
所
を
写

し
た
部
分
が
酷
似
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
両
本
が
原
本
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
同
じ
時
期
に
同
じ
人
間
が
模
写
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
原
本
の
損
壊
が
年
月
の
経
過
に
よ
っ
て
進
む
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

 

図
二 

三
、
陳
鑑
本
と
陸
継
善
模
写
本
に
共
通
す
る
特
徴 

陳
鑑
本
、
陸
継
善
本
の
二
、
三
、
四
行
と
そ
の
ま
わ
り
が
右
に
三
度
傾
い

て
い
る
。
こ
の
三
行
分
を
三
度
左
回
転
す
る
だ
け
で
も
、
か
な
り
普
通
の
感

じ
に
な
る
（
図
三
）
。
こ
こ
で
も
、
章
法
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。 

 

三
度
と
い
う
の
は
か
な
り
大
き
な
傾
き
だ
。
三
行
が
三
度
傾
斜
し
た
の
は

何
時
か
、
な
ぜ
な
の
か
。
ま
ず
、
傾
い
た
原
因
と
し
て
、 

 

・
絹
が
動
い
た
。 

 

・
痛
ん
だ
帖
を
巻
子
に
戻
す
と
き
貼
り
間
違
え
た
。 

 

ぐ
ら
い
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
三
度
の
傾
き
が
陳
鑑
本
、
陸
継
善
本

が
基
づ
い
た
原
本
に
お
い
て
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
か
、
そ
の
更
に
元
に
な
っ

た
原
本
で
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 
 

行
間
が
空
い
て
い
る
の
も
原
本
で
既
に
そ
う
な
っ
て
い
た
も
の
だ
と
思

う
。
陸
継
善
が
模
写
し
た
と
き
行
を
整
え
た
の
な
ら
、
三
希
堂
帖
を
刻
し
た

と
き
の
よ
う
に
二
，
三
，
四
行
の
傾
き
も
整
え
た
は
ず
だ
か
ら
だ
。
張
金
界



奴
本
も
行
間
を
空
け
た
模
写
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
古
模
本
は
十
四
世
紀

で
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

十
九
行
末
「
終
」
の
字
の
末
筆
が
三
点
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
確
か

に
お
か
し
い
（
図
二
）
、
刻
本
を
み
て
清
末
の
学
者 

趙
烈
文
は
陳
鑑
が
間

違
え
た
の
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
た
が
７

、
陸
継
善
本
も
同
じ
だ
か
ら
、
こ
れ

は
、
お
お
も
と
の
原
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。 

図
三 

四
、
陸
継
善
本
の
制
作
事
情 

陸
継
善
本
の
模
写
の
事
情
は
、
陸
継
善
自
跋
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

 

先
兄
子
順
父
得
唐
人

蘭
亭
叙
三
巻
。
其
一

東
昌
高
公
家
物
、
余
竊

慕
焉
。
異
日
兄
用
河
北
鼠
豪
製
筆
精
甚
。
因
念
嘗
侍
先
師
筠
菴
姚
先

生
・
文
敏
趙
公
、
聞
双
鉤
填
廓
之
法
。
遂
兄
假
而
効
之
前
後
五
紙
。
兄

見
而
喜
輙
懐
去
己
、
而
兄
率
其
所
蔵
皆
散
逸
。
至
元
戌
寅
夏
得
此
於
兄

故
隷
家
。
既
喜
且
慨
吁
吾
兄
不
復
生
唐

不
復
見
、
余
年
既
中
亦
不

復
、
可
為
撫
巻
増
歎
。
是
年
十
月
十
又
五
日
甫
里
陸
継
善
識
。
（
句
読

点
は
筆
者
） 

要
旨
は
、 

・
兄
（
陸
子
順
）
が
三
本
の
唐
模
本
を
所
蔵
し
て
い
た
。
東
昌
高
家
由
来

の
も
の
が
優
れ
て
い
た
。 

・
河
北
鼠
筆
の
優
秀
な
も
の
を
兄
が
入
手
し
て
、
そ
れ
で
趙
子
昴
由
来
の

双
鉤
填
廓
法
を
試
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

・
五
枚
制
作
し
た
が
、
兄
に
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

・
兄
の
死
後
、
兄
の
も
と
の
雇
い
人
の
家
で
、
こ
の
模
写
本
を
み
つ
け
て

得
た
。 

・
至
元
五
年
（
一
三
三
八
年
）
十
月
十
五
日
に
こ
の
跋
を
書
い
た
。 

模
写
本
に
陸
継
善
自
身
の
印
が
二
つ
あ
る
の
は
変
だ
と
思
っ
た
が
、
こ
う

い
う
事
情
な
ら
理
解
で
き
る
。
一
三
三
八
年
に
四
〇
歳
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と

か
ら
推
察
す
る
と
模
写
は
一
三
三
〇
年
前
後
だ
ろ
う
。
陸
継
善
本
に
は
米
元

章
跋
は
つ
い
て
い
な
い
し
、
陸
継
善
自
跋
を
含
め
た
八
跋
に
全
く
言
及
が
な

い
と
こ
ろ
か
ら
、
陸
継
善
が
写
し
た
原
本
に
も
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
こ
の
原
本
に
つ
い
て
、
王
連
起
８

は
周
密
の
『
雲
煙
過
眼

録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
高
仲
器
鋳
の
所
蔵
品
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る

が
、
確
証
は
な
い
。 

蘭
亭
に
は
唐
模
本
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
複
数
の
模
写
本
が
あ
る
が
、
誰

が
い
つ
頃
、
ど
う
い
う
原
本
か
ら
模
写
し
た
の
か
は
っ
き
り
解
る
も
の
は
一

点
も
な
い
。
充
分
古
い
模
写
本
で
は
、
こ
の
陸
継
善
本
だ
け
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
も
貴
重
だ
と
思
う
。
模
写
技
法
と
し
て
は
、
面
相
筆
で
書
い
た
よ
う

な
細
い
線
で
点
画
の
内
部
を
埋
め
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、

単
純
に
塗
り
つ
ぶ
し
た
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
み
え
た
。 

こ
の
陸
継
善
と
は
、
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 
跋
に
よ
る
と
、
趙
子
昴
と
姚
式
（
跋
文
に
あ
る
姚
先
生
、
呉
興
八
俊
の
一

人
）
に
師
事
し
た
人
だ
か
ら
、
模
写
を
業
と
す
る
職
人
で
は
な
い
。
兄
が
蘭

亭
の
古
模
本
を
三
巻
も
所
蔵
し
て
い
る
上
、
兄
は
高
明
一
に
よ
る
と
、
趙
子

昴
か
ら
王
献
之
の
洛
神
十
三
行
模
本
を
割
愛
さ
れ
て
い
る
。 



ま
た
、
高
明
一
９

に
よ
る
と
、
倪
雲
林
は
陸
継
善
の
た
め
に
数
点
の
絵
を

描
い
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
ク
ロ
フ
ォ
ー

ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
秋
林
野
興
図
」
は
破
損
が
ひ
ど
い
が
、
右
上
に
陸
継

善
の
自
筆
の
詩
が
あ
り
、
書
風
も
こ
の
跋
と
一
致
し
、
印
影
も
こ
の
陸
継
善

本
自
跋
の
印
と
同
じ
で
あ
る
（
図
四 

右 

秋
林
野
興
図
題
。
左
蘭
亭
跋
）

１
０

。
倪
雲
林
は
至
正
十
三
年
に
米
元
章
の
拝
中
岳
命
詩
を
陸
家
で
鑑
賞
し
て

跋
文
を
書
い
て
い
る
。
倪
雲
林
は
家
を
出
て
か
ら
一
年
ぐ
ら
い
陸
継
善
邸
に

身
を
寄
せ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
こ
の
蘭
亭
の
跋
を
み
る
と
、
柯
九
思
を

始
め
と
す
る
北
京
の
文
宗
皇
帝
宮
廷
ア
カ
デ
ミ
ー
奎
章
閣
の
文
人
た
ち
に

コ
ネ
が
あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
蘇
州
の
素
封
家
・
収
集
家
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

図
四 

五
、
陸
継
善
本
と
陳
鑑
本
の
関
係 

・
同
一
原
本
の
「
い
わ
ゆ
る
唐
模
本
」
か
ら
、
元
時
代
に
陸
継
善
が
模
写

し
、
明
時
代
に
陳
鑑
が
模
写
し
た
。 

・

 

ど
ち
ら
も
陸
継
善
の
模
写
で
、
陳
鑑
（
あ
る
い
は
陳
鑑
の
曾
祖
父
）
は
、

模
写
を
せ
ず
陸
氏
模
写
本
と
米
跋
を
組
み
合
わ
せ
た
だ
け
、
ま
た
は
組

み
合
わ
せ
た
も
の
を
入
手
し
た
だ
け
。 

・
陳
鑑
は
陸
継
善
本
か
ら
模
写
し
た
。 

主
な
仮
説
は
上
の
三
つ
で
あ
る
。 

私
は
、
ど
ち
ら
も
陸
氏
の
模
写
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

陳
鑑
が
模
写
し
た
と
い
う
有
力
な
証
拠
が
何
も
見
出
せ
な
い
し
、
上
述
の
よ

う
に
同
じ
時
期
に
同
じ
人
物
が
模
写
し
た
可
能
性
の
ほ
う
が
む
し
ろ
高
い

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
啓
功
の
指
摘
を
受
け
て
徐
邦
達
は
、

「
元
模
唐
勾
」
と
変
え
て
い
る
。
迂
闊
に
も
先
行
研
究
を
見
て
い
な
か
っ
た

が
、
同
意
見
の
先
輩
が
い
る
の
は
心
強
い
。 

こ
こ
で
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
元
時
代
に
お
け
る
唐
模
本
蘭
亭
の
概
念
で

あ
る
。
元
時
代
の
郭
天
錫
の
神
龍
本
跋
に
は
、
「
唐
模
本
を
多
数
み
た
」
と

書
い
て
あ
り
、
陸
継
善
本
の
柯
九
思
跋
に
は
「
数
十
本
も
模
本
を
み
た
が
」

陸
継
善
本
が
「
大
い
に
古
意
あ
り
」
と
書
い
て
あ
る
。
ま
た
陸
継
善
の
兄
が

三
本
も
唐
模
本
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
自
体
、
多
す
ぎ
る
。
北
宋
時
代
、

米
元
章
書
史
に
「
十
数
本
あ
る
」
と
記
述
し
た
中
で
、
た
か
だ
か
五
本
し
か

細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
と
比
較
す
る
と
対
照
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
当

時
の
所
謂
「
唐
模
本
」
と
呼
ば
れ
る
墨
跡
の
レ
ベ
ル
が
低
か
っ
た
わ
け
で
、

古
そ
う
な
蘭
亭
墨
跡
は
皆
唐
模
本
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
従
っ
て
、
陸
継
善
模
写
本
が
元
時
代
に
近
い
明
時
代
前
半
の
陳
鑑
に

よ
っ
て
唐
模
本
と
誤
認
さ
れ
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
だ
ろ
う
。 

六
、
陳
鑑
本
の
由
来 

 

第
一
の
資
料
は
、
陳
鑑
自
身
の
跋
１
１

で
あ
る
。 

蘭
亭
本
世
傳
甚
多
。
宋
内
帑
所
蔵
至
百
十
七
刻
。
然
墨
跡
亦
不
多
見
。

蘇
令
家
蘭
亭
三
本
、
余
得
見
其
二
焉
。
一
在
友
人
劉
廷
美
僉
憲
家
。
上

有
蘇
易
簡
題
「
有
若
象
夫
子
尚
興
闕
里
門
」
数
語
、
並
宋
諸
公
題
識
。

此
其
第
一
本
。
字
畫
漫
滅
、
然
亦
甚
逼
真
。
米
南
宮
謂
其
出
第
三
本
下
、

信
然
。
此
即
第
二
本
也
。
題
為
唐
褚
遂
良
模
。
其
書
毫
髪
備
盡
、
與
真

無
異
。
南
宮
酷
愛
之
、
謂
世
傳
衆
本
皆
不
及
。
長
其
中
二
筆
相
近
、
字



末
後
捺
筆
鉤
迥
、
筆
鋒
直
至
起
筆
處
。
懐
字
内
折
筆
抹
筆
皆
轉
側
、
褊

而
見
鋒
。
蹔
字
内
斤
字
足
字
轉
筆
賊
毫
直
筆
其
中
。
世
之
模
本
未
嘗
有

也
。 

余
書
故
不
及
米
萬
倍
、
而
愛
此
過
之
。
長
歳
以
此
為
命
。
一
日
、
家
偶

失
火
。
予
方
寝
側
驚
起
。
無
一
語
及
家
事
、
第
問
蘭
亭
在
何
處
。
火
熄
、

家
人
皆
笑
以
為
迂
。
予
固
知
予
之
非
迂
也
。
此
本
吾
家
舊
物
。
先
曾
祖

望
梅
翁
所
蔵
。
家
難
之
余
、
竟
爾
失
去
。
後
十
有
五
年
、
神
楽
知
観
施

錬
師
道
常
、
易
簀
之
頃
、
出
以
示
予
。
曰
『
吾
蔵
此
十
五
年
矣
、
非
吾

子
不
能
寶
此
。
』
遂
以
見
遺
。
予
驚
且
喜
。
不

珠
還
璧
返
、
即
為
述

其
平
生
以
酬
之
。
間
以
此
本
、
求
諸
名
公
題
識
。
然
亦
不
敢
自
私
。
遂

手
臨
於
石
、
並
諸
名
公
之
作
盡
刻
之
、
以
與
好
古
之
士
共
焉
。 

成
化
二
年
歳
在
丙
戌
春
二
月
丙
子
、
長
州
陳
鑑
緝
煕
書
于
家
居
之
心
遠

楼
。
（
句
読
点
は
筆
者
） 

 

も
と
も
と
、
陳
鑑
の
曾
祖
父
の
所
蔵
品
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
高
明
一
も

述
べ
て
い
る
が
、
曾
祖
父
な
ら
七
十
～
百
年
程
度
遡
っ
た
こ
ろ
だ
か
ら
、
陸

継
善
が
跋
を
書
い
た
時
点
に
か
な
り
近
い
。
し
か
も
陳
鑑
の
先
祖
は
長
州
＝

蘇
州
出
身
だ
か
ら
、
地
理
的
に
考
え
て
、
蘇
州
の
陸
家
と
間
接
的
に
で
も
接

触
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

「
家
難
の
余
」
に
一
度
唐
模
本
を
失
い
、
十
五
年
後
に
知
人
の
道
士
か
ら

遺
贈
さ
れ
た
と
書
い
て
あ
る
。
北
京
の
有
名
人
に
跋
を
求
め
た
の
は
、
そ
の

後
だ
か
ら
、
遺
贈
さ
れ
た
の
は
正
統
十
二
年
、
太
学
の
学
生
の
と
き
、
大
学

長
（
祭
酒
）
の
李
時
勉
に
跋
を
求
め
た
時
点
の
少
し
前
で
あ
ろ
う
。
そ
の
十

五
年
前
に
失
っ
た
の
だ
か
ら
、
宣
徳
七
年
一
四
三
二
年
ご
ろ
が
失
っ
た
時
期

で
あ
る
。
つ
ま
り
陳
鑑
が
十
七
、
八
歳
の
こ
ろ
失
っ
た
わ
け
だ
。
正
統
十
二

年
に
は
米
跋
が
あ
っ
た
し
、
米
跋
に
火
災
損
傷
が
な
い
よ
う
だ
か
ら
、
正
統

十
二
年
以
降
に
は
火
災
損
傷
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
「
家
難
」
を
火
災
と
高
明
一
は
解
釈
し
て
い
る
が
、
年
代
的
に
矛
盾

が
多
す
ぎ
る
。
父
親
の
陳
潤
が
遼
寧
省
の
蓋
州
に
追
放
さ
れ
た
と
い
う
事
件

で
は
な
か
ろ
う
か
１
２

。
北
京
に
残
さ
れ
た
家
族
は
困
窮
し
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
後
、
正
統
九
年
に
陳
鑑
が
北
京
の
郷
試
に
二
位
で
合
格
し
て
挙
人
と
な

っ
て
か
ら
は
家
も
復
興
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
幼
時
か
ら
北
京
に
い
て
、

公
務
出
張
を
除
け
ば
北
京
在
住
だ
っ
た
人
で
あ
る
。
長
州
と
い
う
の
は
本
貫

で
あ
っ
て
、
長
州
こ
と
蘇
州
に
居
た
わ
け
で
は
な
い
。
正
統
十
三
年
に
二
番

の
成
績
で
進
士
に
合
格
し
た
秀
才
で
、
そ
の
ま
ま
翰
林
院
に
勤
務
、
「
土
木

の
変
」
も
き
り
ぬ
け
て
北
京
勤
務
を
し
て
い
る
。
一
時
、
朝
鮮
へ
使
者
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
成
化
五
年
に
國
子
館
祭
酒
、
七
年
に
逝
去
し
て
い
る
。

 

蘭
亭
に
付
属
す
る
米
元
章
跋
は
、
お
そ
ら
く
独
立
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
も

の
が
、
陳
鑑
の
曾
祖
父
が
入
手
す
る
前
に
蘭
亭
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
組
み
合
わ
せ
た
の
は
、
陸
子
順
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
没
後
に

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
得
た
商
人
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
米
元
章
の
破
羌
帖
題
賛

（
北
京
故
宮
）
の
よ
う
に
、
跋
だ
け
伝
世
す
る
と
い
う
こ
と
も
屡
々
あ
る
。

 
 

七
、
陳
鑑
本
＝
陸
継
善
本
と
神
龍
本
、
張
金
界
奴
本
の
関
係 

昭
和
四
八
年
、
昭
和
蘭
亭
展
が
催
さ
れ
た
年
、
雑
誌
「
書
品
」
で
は
、
蘭

亭
の
原
存
墨
跡
を1

行
ず
つ
並
べ
て
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
た
１
３

。
こ
れ
を

現
在
、
臨
書
し
て
い
た
と
き
、
神
龍
本
（
八
柱
第
三
本
）
系
統
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
の
陳
鑑
本
が
、
文
字
の
配
置
、
文
字
の
間
隔
に
於
い
て
、
張
金
界

奴
本
（
八
柱
第
一
本
）
に
似
た
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。 

紙
面
の
都
合
上
、
後
述
す
る
湖
南
省
博
物
館
所
蔵
本
も
含
め
て
、
図
五
・

六
・
七
に
示
し
た
。
全
て
左
か
ら
、
陳
鑑
本
・
神
龍
本
１
４

・
張
金
界
奴
本
１
５

・

湖
南
省
本
１
６

の
順
で
あ
る
。 



・
一
行
の
「
在
癸
丑
暮
」
の
「
丑
」
と
「
暮
」
の
間
隔
の
差
。 

・
四
行
の
「
清
流
激
」
の
字
間
が
、
張
金
界
奴
本
に
近
い
。 

・
十
三
行
の
「
骸
之
外
」
の
字
間
。 

・
十
六
行
の
「
惓
情
」
も
ず
れ
が
張
金
界
奴
本
と
同
じ 

・
十
九
行
の
「
短
随
化
終
」
の
ず
れ
が
、
張
金
界
奴
本
に
近
い
。 

・
十
二
行
の
抱
悟
言
の
ず
れ
は
微
妙
だ
が
、
張
金
界
奴
本
に
近
い
。 

こ
れ
ら
の
レ
イ
ア
ウ
ト
ず
れ
が
半
分
以
上
、
行
末
部
に
偏
っ
て
い
る
こ
と

に
は
、
何
か
意
味
が
あ
り
そ
う
だ
。
原
本
の
下
部
に
損
傷
が
起
こ
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
、
張
金
界
奴
本
に
似
た
形
の
文
字
も
混
じ
っ
て
い
る
（
図
八
）
。
こ

の
場
合
、
「
白
を
計
っ
て
以
て
黒
に
当
て
る
」
と
い
う
名
言
に
倣
い
、
線
そ

の
も
の
よ
り
も
、
線
が
囲
む
図
形
の
形
に
特
に
注
目
し
た
。
例
を
挙
げ
る
。

 

・
四
行
「
又
」
の
内
部
の
形
。 

・
七
行
「
詠
」
の
扁
と
旁
の
位
置
、
張
金
界
奴
本
と
同
じ
く
少
し
下
が
っ

て
い
る
。 

・
八
行
の
「
風
和
暢
」 

「
和
」
の
字
が
張
金
界
奴
本
と
同
じ
く
横
に
広

く
、
し
か
も
位
置
が
「
風
」
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

・
八
行 

「
恵
」 

縦
画
の
位
置 

張
金
界
奴
本
と
同
じ
く
左
に
よ
っ
て

い
る
。 

・
十
三
行
「
託
」
の
扁
と
旁
の
位
置
、
張
金
界
奴
本
と
同
じ
く
少
し
下
が

っ
て
、
神
龍
本
は
つ
り
あ
が
っ
て
い
る
。 

・
十
六
行
の
「
所
」
の
上
部
。 

 
 

一
方
、
神
龍
本
と
同
一
租
本
か
ら
で
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
字
も
多
い

（
図
九
）
。
例
え
ば
、
二
十
四
～
二
十
六
行
の
上
部
な
ど
、
行
間
隔
を
除
け

ば
実
に
よ
く
似
て
い
る
。
細
部
を
み
る
と
、
図
は
陳
鑑
本
、
陸
継
善
本
、
神

龍
本
の
順
だ
が
、 

 

・
十
行
「
可
」
の
第
一
画
損
傷
は
、
酷
似
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

・
三
行
の
「
畢
」
の
第
２
画
の
破
筆
も
共
通
し
て
い
る
。 

 
 

ち
ょ
っ
と
特
殊
な
も
の
に
、
十
四
行
「
静
」
の
縦
画
が
あ
る
。
こ
の
「
静
」

字
扁
上
部
の
縦
画
が
縦
に
割
れ
て
い
る
特
徴
は
陸
継
善
本
の
ほ
う
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
。
こ
の
扁
部
分
だ
け
み
る
と
、
神
龍
本
と
同
一
租
本
か
ら
で

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
く
ら
い
で
あ
る
。
た
だ
、
扁
の
第
一
画
の
始
筆
、

旁
の
字
形
が
違
う
。
扁
だ
け
が
異
常
に
忠
実
で
旁
が
字
形
す
ら
違
う
と
い
う

事
態
が
起
こ
っ
た
原
因
を
強
い
て
推
測
す
れ
ば
、
旁
の
部
分
が
神
龍
本
・
陸

継
善
本
の
ど
ち
ら
か
の
伝
世
経
路
で
破
損
し
た
か
歪
ん
だ
か
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ど
ち
ら
で
起
こ
っ
た
の
か
は
解
ら
な
い
。
従
っ
て

扁
自
体
の
特
徴
は
、
陳
鑑
本
・
神
龍
本
・
陸
継
善
本
共
通
の
先
祖
本
（
直
接

の
原
本
で
は
な
い
二
代
以
上
前
）
か
ら
で
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

ま
た
、
一
字
一
字
で
み
る
と
、
主
観
的
な
好
み
に
過
ぎ
な
い
が
、
神
龍
本

よ
り
優
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。 

・
七
行
の
「
亦
」 

・
八
行
の
「
也
」 

・
十
四
行
の
「
同
」
「
當
」
な
ど
で
あ
る
。 

 

全
部
の
文
字
を
一
字
一
字
、
目
見
当
で
比
較
し
た
結
果
で
は
（
表
一
）
、

 

・
神
龍
本
に
似
て
い
る
文
字 

百
三
四
字 

・
張
金
界
奴
本
に
似
て
い
る
文
字 

六
二
字 

・
ど
ち
ら
に
も
似
て
い
る
文
字 

 

八
五
字 

・
ど
ち
ら
に
も
似
て
い
な
い
文
字 

四
十
字 

・
損
傷
な
ど
で
比
較
で
き
な
い
文
字 

四
字 

目
見
当
な
の
で
異
論
は
あ
る
と
思
う
が
、
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
特
定
行
に
偏
っ
て
神
龍
本
な
り
張
金
界
奴
本
な
り
に
似
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
な
い
の
で
、
集
字
や
組
み
合
わ
せ
で
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。



結
論
と
し
て
、
陳
鑑
本
＝
陸
継
善
本
は
、
神
龍
本
や
張
金
界
奴
本
か
ら
後
世

に
派
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
間
、
リ
ン
ク
の
位
置
に
あ
る
模
写
本

で
あ
る
。
陳
鑑
本
＝
陸
継
善
本
の
原
本
が
神
龍
本
の
模
写
か
ら
派
生
し
た
と

す
れ
ば
、
な
ぜ
張
金
界
奴
本
の
要
素
が
こ
ん
な
に
混
合
す
る
の
か
わ
か
ら
な

く
な
る
。 

 

十
四
世
紀
前
半
に
、
神
龍
本
の
文
字
の
微
細
な
特
徴
を
継
承
し
な
が
ら
、

張
金
界
奴
本
の
要
素
・
文
字
が
混
じ
っ
た
古
い
模
写
本
が
あ
っ
た
と
い
う
事

実
を
考
え
る
と
、
神
龍
本
は
太
宗
時
代
の
原
作
直
模
本
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

 

 
 

も
し
、
神
龍
本
が
直
模
本
だ
と
し
た
ら
、
神
龍
本
の
模
写
は
か
な
り
正
確

忠
実
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
、
途
中
に
何
か
入
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
神
龍

本
（
ま
た
は
そ
の
原
本
）
→ 

陸
継
善
本
の
原
本 

→ 

張
金
界
奴
本
（
ま

た
は
そ
の
原
本
）
の
順
で
、
写
し
崩
れ
て
い
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
（
Ａ
案
）
。
西
川
博
士
の
「
張
金
界
奴
本
に
つ
い
て
」
１
７

に
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
、
張
金
界
奴
本
に
は
古
い
要
素
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

そ
の
立
場
か
ら
Ａ
案
は
想
定
し
難
い
。 

 

逆
に
、
張
金
界
奴
本
の
原
本
→ 

陸
継
善
本
の
原
本
の
原
本 

→
神
龍
本

（
Ｂ
案
） 

は
ど
う
か
と
い
う
と
、
か
な
り
良
い
優
れ
た
章
法
を
持
つ
「
張

金
界
奴
本
の
原
本
」
を
想
像
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
空
想
的
な
議
論
に
な
る

よ
う
に
思
う
。 

 

結
局
、
張
金
界
奴
本
に
神
龍
本
に
な
い
古
い
要
素
を
認
め
る
か
ど
う
か
で

変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
、
も
し
認
め
な
い
と
し
た
ら
、
Ａ
案
で
も
良
い
わ
け

だ
。
た
だ
、
私
は
上
述
の
点
か
ら
認
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
他
の
経

路
を
想
定
し
た
い
。
谷
村
憙
斎
１
８

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
張
金
界
奴
本
の
第

一
行
の
字
間
の
不
自
然
は
、
書
き
忘
れ
た
「
癸
」
を
無
理
に
入
れ
た
せ
い
だ

と
し
た
ら
、
神
龍
本
は
、
自
然
な
字
間
に
す
る
た
め
に
変
更
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
も
し
谷
村
説
が
正
し
い
と
し
た
ら
、
神
龍
本
は
原
蘭
亭
と
は
か
な

り
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

神
龍
本
か
ら
派
生
し
た
本
に
お
け
る
変
形
を
考
え
る
と
き
、
湖
南
省
博
物

館
が
所
蔵
す
る
絹
本
の
蘭
亭
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
墨
跡
本
は
、
字
間
、
字

形
の
点
で
は
神
龍
本
に
酷
似
す
る
。
神
龍
本
と
同
一
の
原
本
の
臨
写
か
、
神

龍
本
の
臨
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
臨
写
の
よ
う
な
の
で
、
文
字
の
線

質
は
全
く
違
う
が
字
形
字
配
り
は
同
じ
で
あ
る
。 

 

前
述
し
た
陳
鑑
本
＝
陸
継
善
本
が
、
神
龍
本
と
違
い
張
金
界
奴
本
に
似
て

い
る
箇
所
を
湖
南
省
本
で
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
尽
く
神
龍
本
に
似
て
い

る
（
図
五
・
六
・
七
・
八
）
。
神
龍
本
を
臨
写
し
て
変
形
が
起
こ
っ
た
例
と

し
て
は
、
む
し
ろ
湖
南
省
本
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

何
延
之
の
蘭
亭
記
に
も
、
既
に
開
元
時
代
に
お
い
て
、
太
宗
時
代
の
模
写

本
は
数
万
銭
も
し
た
と
書
い
て
あ
る
。
太
宗
時
代
の
模
写
本
か
ら
更
に
模
写

し
た
（
あ
る
い
は
重
模
を
繰
り
返
し
た
）
蘭
亭
は
、
唐
時
代
に
利
益
を
目
的

に
し
て
多
数
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
龍
本
は
、
そ
の
よ
う
な
模
写

本
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

で
は
、
神
龍
本
・
張
金
界
奴
本
・
陳
鑑
＝
陸
継
善
本
の
間
の
関
係
を
ど
う

考
え
る
か
と
い
う
と
、
私
に
は
適
切
な
モ
デ
ル
が
出
せ
な
い
で
い
る
こ
と
を

告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
少
な
く
と
も
陳
鑑
本
＝
陸
継
善
本
が
単
な
る
神

龍
本
か
ら
の
派
生
本
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
１
９

。 

八
、
刻
本 

 
い
わ
ゆ
る
宋
拓
褚
遂
良
模
蘭
亭
序
の
中
に
は
、
こ
の
陳
鑑
本
ま
た
は
同
系

の
模
本
を
陳
鑑
自
身
が
刻
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宇
野
雪
村
が
既
に

昭
和
蘭
亭
展
図
録
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
も
う
少
し
踏
み
こ
ん
で
み
る
。 

 
 

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
、
高
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
呉
栄
光
旧
蔵
本
が
そ



の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
陳
鑑
の
印
が
「
刻
し
て
」
あ
る
の
で
、
陳
鑑
以

後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
陳
鑑
本
の
印
は
絹
に
押
し
て
い
る
の

で
、
表
装
の
際
少
し
歪
み
が
で
て
い
る
。
た
だ
、
陳
鑑
本
蘭
亭
の
印
た
だ
一

つ
の
例
だ
け
を
基
準
に
し
て
陳
鑑
の
印
だ
と
い
う
の
は
心
許
な
い
し
、
万
一

偽
印
の
後
押
し
で
あ
っ
た
ら
根
拠
に
な
ら
な
く
な
る
。
他
の
陳
鑑
印
の
例
と

し
て
、
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
米
元
章
の
墨
跡
「
送
提
挙
通
直
使
詩
」（
三

呉
帖
）
２
０

に
全
く
同
じ
一
連
の
収
蔵
印
が
あ
る
。
図
十
に
呉
栄
光
旧
蔵
本
の

上
に
重
ね
て
、
「
送
提
挙
通
直
使
詩
」
の
印
（
右
端
）
と
陳
鑑
本
（
中
央
）

を
並
べ
て
み
た
。
こ
の
二
印
は
同
一
で
あ
る
し
、
刻
本
の
印
と
も
同
一
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
陳
鑑
模
写
本
と
ほ
ぼ
同
じ
字
形
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
だ
か
ら
、
陳
鑑

刻
本
だ
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
じ
石
か
ら
と
っ
た
拓
本
で
、
や
は
り
「
宋

拓
褚
遂
良
模
本
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
三
省
堂
書
菀 

「
蘭
亭
特
集
号
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
明
末
の
兵
部
尚
書
で
あ
っ
た
張
鶴
鳴
旧
蔵
本
で
、
当

時
吉
田
専
吉
氏
が
所
有
さ
れ
て
い
た
。
此
の
本
で
は
摩
滅
し
て
い
る
と
は
い

え
印
全
体
が
み
え
る
の
で
、
図
十
の
左
端
に
掲
載
し
た
。
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で

は
押
し
た
印
な
の
か
刻
さ
れ
た
印
な
の
か
判
別
で
き
な
い
の
で
、
高
島
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
本
を
観
て
よ
う
や
く
刻
し
た
印
だ
と
確
信
し
た
。
吉
田
旧
蔵
本
は
、

三
種
の
蘭
亭
が
合
冊
さ
れ
て
い
て
、
清
末
の
学
者
で
あ
る
趙
烈
文
の
長
跋
が

つ
い
て
い
る
。
陳
鑑
の
こ
と
は
、
実
は
こ
の
趙
烈
文
跋
で
啓
発
さ
れ
た
の
だ

か
ら
、
趙
烈
文
は
こ
の
拓
本
が
宋
拓
な
ん
ぞ
で
は
な
い
こ
と
を
充
分
知
っ
て

い
た
に
違
い
な
い
。
蘇
米
斎
蘭
亭
考
２
１

で
は
、
翁
方
綱
は
陳
鑑
刻
本
を
持
っ

て
い
ず
孔
氏
蔵
本
を
観
て
い
る
。
乾
隆
時
代
に
は
陳
鑑
本
の
拓
本
が
既
に
希

覯
本
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
呉
栄
光
の
時
代
に
高
く
売
る
た
め
に
宋
拓
だ
と

偽
装
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。 

 

二
点
と
も
前
半
の
石
面
が
ひ
ど
く
痛
ん
で
い
る
。
明
後
期
刻
の
粛
府
本
淳

化
閣
帖
で
さ
え
ひ
ど
く
痛
ん
だ
石
面
の
拓
本
を
過
眼
す
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
、
痛
ん
で
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
こ
の
痛
み
が
古
い
よ
う
な
錯
覚

を
起
こ
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
陳
鑑
は
北
京
の
国
子
舘
の
学
長
だ
っ
た

の
だ
か
ら
、
北
京
に
刻
石
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

上
海
図
書
館
所
蔵
の
汝
南
装
池
本
２
２

も
ま
た
陳
鑑
刻
本
で
あ
る
。
石
の
微

細
な
傷
が
全
て
一
致
す
る
の
で
、
陳
鑑
刻
本
の
初
期
拓
本
だ
ろ
う
。
前
半
の

痛
み
が
少
な
く
、
字
画
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
王
世
貞
の
跋
が
つ
い
て
い

て
、
こ
れ
は
王
世
貞
の
文
集
「
弇
州
山
人
四
部
稿
」
に
載
っ
て
い
る
題
跋
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
よ
う
に
み
え
る
。
陳
鑑
本
を
偽
本
と
称
し
た
の
は
こ
の
王
世

貞
の
跋
に
始
ま
る
よ
う
だ
。 

 

上
海
図
書
館
の
帖
に
は
南
宋
時
代
嘉
煕
四
年
（
一
二
四
〇
）
の
張
澂
刻
の

拓
本
（
領
字
従
山
本
）
と
汝
南
装
池
本
が
合
装
さ
れ
て
い
る
が
、
王
世
貞
跋

は
張
澂
刻
本
に
つ
い
て
の
み
述
べ
て
い
る
の
で
、
汝
南
装
池
本
は
後
人
が
増

補
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
「
い
わ
ゆ
る
宋
拓
褚
遂
良
本
」
は
第
二
節
で
記
述
し
た
損
壊
箇
所

を
全
て
彫
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
「
い
わ
ゆ
る
宋
拓
褚
遂
良
本
」

か
ら
墨
跡
を
復
元
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
従
っ
て
陳
鑑
本
と
陸
継
善
模

写
本
自
体
が
古
い
拓
本
か
ら
復
元
し
て
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。 

こ
の
陳
鑑
刻
石
の
拓
本
は
、 

墨
跡
本
の
陳
鑑
本
＝
陸
継
善
本
と
酷
似
す

る
が
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
図
十
一
参
照
。 

 
・
九
行
「
宇
宙
」
が
左
へ
ず
れ 

 
・
十
一
行
「
娯
信
可
楽
也
」
の
「
也
」
が
右
へ
ず
れ 

 

・
二
十
七
行
「
攬
」
が
左
へ
ず
れ
て
い
る
。 

 
 

法
帖
を
刻
す
る
と
き
、
行
を
ま
っ
す
ぐ
に
す
る
こ
と
は
よ
く
や
る
こ
と

だ
が
、
わ
ざ
わ
ざ
歪
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
や
ら
な
い
の
で
、
別



の
模
写
本
を
刻
し
た
の
か
と
も
思
っ
た
。
た
だ
、
東
京
国
立
博
物
館
本
の
米

元
章
跋
と
陳
鑑
本
墨
跡
の
跋
を
比
較
す
る
と
（
図
十
一
左
下
の
二
例
）
、
字

が
行
か
ら
ず
れ
て
い
る
例
が
何
カ
所
も
あ
る
。
米
元
章
跋
は
別
本
が
あ
っ
た

と
か
、
大
き
く
傷
ん
で
修
理
さ
れ
た
と
か
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
こ
れ
が
陳

鑑
所
蔵
時
に
お
け
る
模
刻
の
癖
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
蘭
亭
自

身
の
文
字
の
ず
れ
も
陳
鑑
の
模
刻
の
誤
り
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
さ
し
て

問
題
と
は
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

陳
鑑
刻
本
以
外
の
同
系
統
の
刻
本
が
あ
る
。
詒
晋
斎
帖
、
鬱
岡
斎
本
２
３

、

來
禽
館
法
帖
本
２
４

で
あ
る
。 

 

共
通
す
る
特
徴
は
、 

 

・
十
八
行
「
期
」
の
位
置
が
高
く
、
十
九
行
の
「
不
」
が
低
い
。 

 

・
二
十
行
の
「
不
」
が
か
な
り
変
形
し
て
い
る
。 

た
だ
、
詒
晋
斎
帖
は
、
陳
鑑
本
を
所
蔵
し
て
い
た
成
親
王
の
刻
本
だ
か
ら

陳
鑑
本
の
刻
本
な
の
は
当
然
で
あ
る
。
鬱
岡
斎
本
は
、
破
損
箇
所
、
字
形
が

違
う
と
こ
ろ
が
多
す
ぎ
る
の
で
陳
鑑
本
と
は
違
う
模
写
本
を
底
本
に
し
た

も
の
の
よ
う
だ
。 

來
禽
館
法
帖
の
場
合
こ
の
「
不
」
は
変
形
し
て
い
な
い

が
、
秋
碧
堂
帖
に
収
録
さ
れ
て
い
る
張
金
界
奴
本
の
「
不
」
も
実
は
修
正
さ

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
同
様
の
修
正
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
來
禽

館
法
帖
本
の
場
合
、
先
述
し
た
「
陳
鑑
刻
本
」
の
三
特
徴
を
も
つ
の
で
、
來

禽
館
法
帖
本
は
、
こ
の
陳
鑑
刻
本
を
重
刻
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
陸
継
善
本
は

三
希
堂
帖
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
例
に
よ
っ
て
行
や
位
置
を
き
れ
い
に
整

え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
殆
ど
参
考
に
な
ら
な
い
。 

ち
な
み
に
「
定
武
蘭
亭
真
本
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
字
の
配
置
の
観

点
で
対
照
す
る
と
張
金
界
奴
本
に
近
い
と
思
う
。
こ
れ
は
、
こ
こ
で
論
じ
た

根
拠
と
は
別
の
根
拠
に
基
づ
い
て
、
谷
村
憙
斎
２
５

が
指
摘
し
て
い
る
。 

九
、
米
元
章
、
書
史
記
載
の
蘇
氏
第
二
本
と
の
関
係 

米
元
章
、
書
史
２
６

に
記
載
さ
れ
て
い
る
蘇
氏
第
二
本
と
陳
鑑
本
・
陸
継
善

本
は
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
陳
鑑
自
身
は
跋
で
自
蔵
の
蘭
亭
が
蘇
氏
第

二
本
だ
と
述
べ
て
い
る
。 

 

書
史
の
記
述
に
あ
る
三
つ
の
特
徴
を
陳
鑑
本
が
多
く
の
模
本
の
中
で
、
一

番
よ
く
備
え
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
神
龍
本
も
い
く
ら

か
備
え
て
い
る
（
図
十
二
）
。 

・
三
行
「
長
」
の
横
画
中
間
二
本
が
接
近
。
集
画
が
最
後
に
も
と
へ
戻
っ

て
い
る
。 

・
十
二
行
「
諸
懐
」
の
「
懐
」
字
の
点
画
が
は
ね
て
い
る
。 

・
十
五
行
「
蹔
」
字
の
「
斤
」
破
筆
、
「
足
」
部
の
転
折
に
筆
毛
が
で
て

い
る
（
賊
峰
）
。 

図
十
二
で
は
、
「
長
」
「
懐
」
は
左
陳
鑑
本
、
右
神
龍
本
、
「
蹔
」
は
、

左
か
ら
、
陳
鑑
陸
継
善
神
龍
本
の
順
で
あ
る
。 

 

陸
継
善
の
兄
が
蘇
氏
第
二
本
を
持
っ
て
い
て
、
陸
継
善
本
が
蘇
氏
第
二
本

の
直
接
の
模
写
本
で
あ
る
と
、
高
明
一
は
述
べ
て
い
る
が
、
私
は
、
蘇
氏
第

二
本
直
接
の
模
本
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
更
に
原
本
が

蘇
氏
第
二
本
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
思
う
。 

 

そ
の
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・

 

米
元
章
が
賞
賛
す
る
よ
う
な
書
品
は
感
じ
ら
れ
な
い
。 

書
品
と
い
う
の
は
主
観
的
判
断
に
な
り
や
す
い
が
、
陳
鑑
本
は
一
九
六

〇
年
代
に
写
真
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
殆
ど
複
製
出
版
が
な
い
。
付
属
し
た

米
跋
の
ほ
う
の
出
版
の
ほ
う
が
多
い
。
多
く
の
人
が
高
く
評
価
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
傍
証
に
な
る
と
思
う
。 

・
行
間
が
空
い
た
模
写
、
し
か
も
二
，
三
，
四
行
あ
た
り
が
三
度
傾
い
て



い
る
。 

も
し
、
陸
継
善
が
模
写
し
た
段
階
で
行
を
空
け
て
整
頓
し
た
の
な
ら
、

傾
い
た
三
行
も
整
頓
し
た
は
ず
だ
。
行
を
空
け
た
状
態
は
陸
氏
が
模
写
す

る
以
前
の
原
本
で
既
に
そ
う
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
陸

継
善
が
写
し
た
原
本
が
、
米
元
章
が
賞
賛
し
た
蘇
氏
第
二
本
で
あ
る
可
能

性
は
低
く
な
る
。 

十
、
陳
鑑
本
偽
本
説
の
由
来 

「
所
蔵
し
て
い
た
唐
模
本
の
模
写
本
を
陳
鑑
が
自
分
で
造
っ
て
、
唐
模
本

と
す
り
か
え
た
」
と
い
う
の
が
従
来
の
説
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年

代
に
出
た
蘭
亭
墨
跡
彙
篇
に
「
遽
明
文
嘉
及
王
世
貞
等
之
説
」
解
説
と
し
て

書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
後
も
な
ん
と
な
く
踏
襲
さ
れ
て
き
た
説
で
あ
る
。 

 

一
方
、
陳
鑑
本
の
跋
を
み
る
と
清
末
ま
で
ず
っ
と
こ
れ
を
「
唐
模
本
」
だ

と
思
い
こ
ん
で
い
る
２
７

。
た
だ
、
現
在
の
眼
で
み
た
ら
到
底
、
唐
模
本
に
は

み
え
な
い
。
そ
こ
で
、
安
岐
の
墨
縁
彙
観
２
８

の
記
述
「
翰
林
陳
緝
煕
所
収
一

装
偽
本
於
前
後
明
人
題
識
。
是
巻
余
亦
見
之
」
、
更
に
安
岐
が
引
用
し
た
文

嘉
の
「
陳
好
鉤
模
遂
搨
数
本
乱
真
又
分
散
諸
跋
為
惜
耳
」
と
い
う
跋
文
を
根

拠
に
し
て
、
王
世
貞
の
記
述
も
考
慮
し
、
蘭
亭
墨
跡
彙
篇
の
編
集
者
は
陳
鑑

制
作
の
模
写
本
と
い
う
こ
と
に
し
た
の
だ
と
思
う
。 

 

し
か
し
、
前
述
す
る
よ
う
に
現
存
す
る
陳
鑑
本
は
陸
継
善
が
模
写
し
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
す
る
と
、
唐
模
本
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な

く
、
陸
継
善
に
よ
る
別
の
模
本
を
唐
模
本
と
勘
違
い
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
場
合
は
す
り
替
え
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

安
岐
の
「
偽
本
」
と
い
う
言
い
方
は
、
穏
や
か
で
は
な
い
。
七
世
紀
に
蘭

亭
真
跡
が
無
く
な
っ
て
以
来
、
模
写
本
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
蘭
亭
序
の
文

だ
け
借
り
て
自
己
流
に
書
い
た
墨
跡
を
王
羲
之
墨
跡
の
直
模
と
で
も
強
弁

し
な
い
限
り
、
「
偽
本
」
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
言
う
な
ら
、
全

て
の
模
写
本
・
拓
本
が
「
偽
本
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
「
偽
本
」
と
い

う
の
は
、
王
世
貞
が
弇
州
山
人
四
部
稿
所
収
の
「
題
宋
搨
褚
模
禊
帖
」２
９

で
、

陳
鑑
刻
本
を
「
贋
本
」
と
述
べ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の

王
世
貞
の
意
見
と
文
嘉
の
叙
述
は
信
頼
に
足
り
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。 

ま
ず
、
王
世
貞
の
「
題
宋
搨
褚
模
禊
帖
」
は
、
も
と
も
と
は
、
前
述
し
た

上
海
図
書
館
所
蔵
の
張
澂
刻
本
に
対
し
て
書
い
た
文
章
で
あ
る
。
内
容
を
要

約
す
る
と
、 

・
王
世
貞
の
若
年
の
こ
ろ
、
張
即
之
の
引
首
題
、
馬
軾
の
絵
、
米
元
章
の

跋
、
明 

英
宗
・
景
泰
ご
ろ
の
十
四
人
の
跋
を
伴
っ
た
陳
鑑
刻
本
の
拓
本

が
あ
っ
た
。 

・
王
世
貞
が
陳
鑑
の
子
孫
か
ら
墨
跡
本
を
三
万
銭
で
買
っ
た
が
、
そ
れ
は

刻
本
と
は
違
っ
て
劣
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
都
穆
の
書
画
記
に
「
陳
鑑
の
没

後
、
燃
え
た
」
が
あ
っ
た
の
で
陳
鑑
が
作
っ
た
臨
本
だ
と
考
え
た
。 

・
張
澂
刻
本
の
跋
や
印
記
が
米
元
章
の
書
史
と
あ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

が
蘇
氏
本
で
あ
り
、
一
方
、
陳
鑑
刻
本
は
米
元
章
が
作
っ
た
別
の
贋
本
で

あ
る
。 

張
澂
刻
本
が
蘇
氏
本
で
あ
る
と
い
う
根
拠
は
、
刻
さ
れ
た
題
跋
・
印
記
し

か
な
い
。
そ
う
い
う
も
の
は
他
か
ら
い
く
ら
で
も
持
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
三
万
銭
で
買
っ
た
こ
と
が
く
や
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、
陳
鑑
を

個
人
攻
撃
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
み
え
る
主
観
的
な
文
章
で
あ
る
。
ま
た
、

張
澂
刻
本
は
領
字
従
山
本
だ
が
、
王
世
貞
は
領
字
従
山
本
で
あ
る
黄
絹
本

（
蘭
千
山
館
本
）
を
所
有
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
系
統
に
贔
屓
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
鬱
崗
斎
法
帖
の
領
字
従
山
本
３
０

は
、
黄
絹
本
（
蘭

千
山
館
本
）
で
は
な
く
、
張
澂
刻
の
拓
本
を
底
本
に
し
て
い
る
よ
う
だ
。 



さ
ら
に
、
王
世
貞
が
引
用
し
た
都
穆
の
記
載
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
こ
こ
で

問
題
な
の
は
、
陳
鑑
が
逝
去
し
た
と
き
、
都
穆
は
十
一
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
た
こ

と
だ
。
い
く
ら
七
歳
で
詩
を
作
っ
た
天
才
少
年
で
も
十
歳
前
後
の
他
家
の
少

年
に
秘
蔵
の
蘭
亭
を
見
せ
細
か
く
記
録
さ
せ
る
だ
ろ
う
か
。 

そ
れ
に
陳
鑑

は
北
京
在
住
、
都
穆
は
こ
の
年
齢
で
は
ま
だ
江
南
在
住
だ
。
都
穆
の
記
録
は

伝
聞
や
二
次
的
な
記
録
・
写
本
・
刻
本
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
実
物
を

観
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

都
穆
の
書
画
記
録
に
『
寓
意
篇
』
３
１

が
あ
り
、
そ
こ
で
陳
鑑
と
蘭
亭
に
関

係
す
る
文
章
が
あ
る
。 

宜
興
尹
氏
蔵
褚
模
禊
帖
中
縫
折
処
墨
寶
小
印
、
後
翰
林
学
士
旨
中
書
舎

人
蘇
易
簡
詩 

・
・
中
略
・
・
、
後
有 

范
文
正
公
蔡
君
謨
裴
煜
馮
當

世
跋
富
鄭
公
梅
都
官
呂
汲
公
蘇
氏
兄
弟
米
海
岳
諸
公
題
名
小
米
鑑
定
、

此
一
巻
後
帰
陳
祭
酒
緝
煕
或
云
没
於
火
。
（
句
読
点
は
筆
者
） 

と
こ
ろ
が
、
王
連
起
に
よ
る
と
、
陳
鑑
の
同
時
代
人
の
葉
盛
の
記
録
が
あ
る
。

 

陳
緝
煕
学
士
新
刻
禊
序
、
定
為
蘇
家
第
二
本
、
以
此
本
為
其
第
一
本
、

且
諸
跋
皆
云
褚
河
南
、
然
、
米
題
、
米
賛
亦
皆
有
不
同
、
未
可
知
也
。

若
此
巻
、
小
米
跋
則
真
跡
無
疑
、
末
亦
止
唐
人
。
不
言
褚
模
、
意
亦
可

知
矣
。
尹
先
之
京
邸
中
出
以
見
示
、
因
書
以
問
之
３
２

。 

こ
の
成
化
二
年
か
ら
近
い
時
期
に
書
か
れ
た
文
章
に
よ
る
と
、『
寓
意
篇
』

に
記
録
さ
れ
て
い
た
の
は
、
蘇
氏
第
一
本
ま
た
は
そ
の
系
統
の
も
の
で
、
し

か
も
伝
世
の
順
序
が
反
対
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
陳
鑑
は
所
蔵
し
て
い

な
い
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
都
穆
の
記
述
は
信
頼
が
お
け
な

い
と
い
え
る
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
王
世
貞
の
意
見
も
根
拠
が
な
い
こ
と
に
な

る
。
葉
盛
の
文
章
と
陳
鑑
自
跋
、
神
龍
本
文
嘉
跋
を
読
み
合
わ
せ
る
と
、
蘇

氏
第
一
本
ら
し
い
模
写
本
が
、
劉
珏
→
尹
先
之
→
宜
興
呉
氏
へ
移
動
し
た
ら

し
い
こ
と
を
推
察
で
き
る
の
が
興
味
深
い
。 

次
に
神
龍
本
に
付
属
す
る
文
嘉
跋
を
検
討
す
る
。
こ
の
跋
に
は
、
文
嘉
が

自
分
で
実
際
に
鑑
賞
し
た
重
要
な
唐
代
模
本
と
し
て
三
点
が
挙
げ
て
あ
る
。

 

宜
興
呉
氏
本
、
陳
鑑
本
、
神
龍
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
信
じ
れ
ば
、
陳
鑑
の
も

と
に
か
な
り
優
秀
な
唐
時
代
の
模
写
本
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

唐

蘭
亭
余
見
凡
三
本
其
一
宜
興
呉
氏
後
有
宋
初
諸
名
公
題
語
、
李
范

庵
毎
過
荊
渓
必
求
一
観
。
今
其
子
孫
不
軽
出
示
人
。
其
一
蔵
呉
中
陳
緝

煕
氏
、
当
時
己
刻
石
傳
世
陳
好
鈎

遂
榻
数
本
乱
真
而
又
分
散
諸
跋
為

可
惜
耳
。
其
三
即
此
神
龍
本
・
・
・
・
中
略
・
・
・
・ 

萬
暦
丁
丑
孟

秋
七
月
三
日
茂
苑
文
嘉
書
（
句
読
点
は
筆
者
） 

 
 

一
五
七
七
年
七
月
に
項
子
京
の
た
め
に
書
い
た
跋
で
あ
る
３
３

。 

 

一
方
、
そ
の
約
二
ヶ
月
後
、
萬
暦
五
年
の
閏
八
月
十
日
に
王
世
貞
の
も
と

に
あ
っ
た
黄
絹
本
（
蘭
千
山
館
本
）
に
対
し
て
文
嘉
は
跋
を
書
い
て
い
る
が

３
４

、
そ
こ
で
は
、
自
分
が
見
た
唐
模
本
は
宜
興
呉
氏
本
と
神
龍
本
だ
け
だ
と

し
て
、
陳
鑑
本
は
無
視
し
て
い
る
。
王
連
起
は
こ
の
矛
盾
を
指
弾
し
て
信
頼

で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
む
し
ろ
神
龍
本
跋
を
書
い
た
当
時
、
文

嘉
は
王
世
貞
と
も
交
流
が
あ
り
、
王
世
貞
が
つ
か
ま
さ
れ
た
話
を
聞
い
て
い

て
、
陳
家
に
あ
っ
た
墨
跡
は
模
写
本
と
と
り
か
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
判
断
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

さ
ら
に
、
文
嘉(

一
五
〇
一
―
一
五
八
三)

と
陳
鑑(

一
四
一
五
―
一
四
七

一)

に
は
三
世
代
の
差
が
あ
り
、
陳
鑑
の
死
後
三
〇
年
を
経
て
文
嘉
は
生
ま

れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
陳
鑑
と
会
っ
て
鑑
賞
し
た
の
で
は
な
く
、
陳
家
で
観

た
だ
け
だ
と
考
え
ら
れ
、
な
に
か
誤
解
・
間
違
い
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

陳
鑑
は
ほ
と
ん
ど
北
京
に
い
た
の
だ
か
ら
、
「
呉
中
」
と
い
う
の
も
変
で
あ

る
。
た
だ
、
子
孫
が
先
祖
の
土
地
の
蘇
州
に
戻
っ
て
来
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 

こ
の
よ
う
に
根
拠
薄
弱
な
文
章
で
あ
る
か
ら
、
「
陳
好
鈎

遂
榻
数
本
乱



真
而
又
分
散
諸
跋
為
可
惜
耳
。
」
と
い
う
記
述
自
体
ど
こ
ま
で
信
頼
で
き
る

か
疑
わ
し
い
。 

以
上
の
議
論
に
よ
り
、
陳
鑑
本
に
関
す
る
王
世
貞
と
文
嘉
の
叙
述
は
、
文

字
通
り
に
は
信
頼
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

十
一
、
お
わ
り
に 

酷
似
す
る
陳
鑑
本
と
陸
継
善
善
本
は
、
同
じ
原
本
の
模
写
本
で
あ
り
、
ど

ち
ら
も
一
三
三
〇
年
前
後
に
陸
継
善
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
た
と
推
定
で
き

る
。
こ
の
両
本
は
、
神
龍
本
、
張
金
界
奴
本
の
両
方
の
特
徴
を
も
つ
こ
と
か

ら
模
写
の
系
統
を
考
え
る
と
、
神
龍
本
は
蘭
亭
原
本
の
直
模
本
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
陳
鑑
が
陳
鑑
本
を
刻
し
た
拓
本
に
は
宋
拓
褚
遂
良
本
と
さ
れ

て
き
た
三
本
が
あ
り
、
来
禽
館
帖
本
も
陳
鑑
刻
本
の
重
刻
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
こ
の
両
本
は
、
米
元
章
が
記
述
し
た
蘇
氏
第
二
本
の
孫
に
あ
た
る
本
で

あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
陳
鑑
本
を
陳
鑑
が
模
写
し
た
偽
本
と
す
る
誤
解
は
、

根
拠
の
薄
い
都
穆
と
文
嘉
の
記
述
に
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
訂
正
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。 

学
書
へ
の
応
用
を
考
え
る
と
、
一
字
一
字
で
は
優
れ
た
文
字
も
あ
る
陳
鑑

本
が
醜
悪
に
み
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
章
法
の
重
要
性
を
痛
感
す
る
。
従

っ
て
章
法
の
教
育
の
際
の
実
例
と
し
て
は
有
用
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
一

字
一
字
な
ら
陳
鑑
本
を
採
用
す
る
の
も
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
張
金
界
奴
本

が
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
は
有
用
か
も
し
れ
な

い
。
上
田
桑
鳩
３
５

が
、
高
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
を
臨
写
し
て
、
「
線
も
形
も

ね
ぢ
れ
て
穢
い
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
の
穢
い
と
こ
ろ
が
錦
の
よ
う
に
光
彩

を
放
っ
て
居
る
の
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
が
、
確
か
に
全
体
を
み
る
と
良

い
感
じ
が
せ
ず
、
こ
れ
が
無
視
さ
れ
る
原
因
で
あ
ろ
う
が
、
一
字
を
習
う
に

は
面
白
い
と
感
じ
て
い
る
。 

蘭
亭
序
の
模
本
の
な
か
で
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
二
本
に

こ
れ
だ
け
問
題
が
あ
る
と
は
、
調
査
を
始
め
た
と
き
に
は
考
え
て
い
な
か
っ

た
。
写
真
図
版
だ
け
か
ら
独
自
に
考
察
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
高
明
一
論

文
初
め
先
行
研
究
が
か
な
り
あ
っ
た
の
に
も
驚
い
た
。
実
物
資
料
で
あ
る
程

度
遡
れ
る
元
明
時
代
の
状
況
、
唐
初
の
蘭
亭
と
現
存
模
写
本
の
複
雑
な
関
係

を
僅
か
な
が
ら
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。 

附
記 一

九
七
三
年
に
昭
和
蘭
亭
会
を
催
さ
れ
、
貴
重
な
資
料
を
刊
行
さ
れ
た
、

西
川
寧
先
生
、
宇
野
雪
村
先
生
、
書
品 

第
二
三
八
号
編
集
の
方
々
に
感
謝

し
た
い
。
ま
た
、
蘭
亭
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
谷
村
憙
斎
先
生
、
大
陸
の
先

行
研
究
論
文
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
筑
波
大
学
の
菅
野
智
明
先
生
に
感
謝

を
表
し
た
い
。 

                               

            

 

１

昭
和
蘭
亭
記
念
会
、
唐
褚
遂
良
模
蘭
亭
序
、 

東
京
、 

一
九
七
三
年 

２

昭
和
蘭
亭
記
念
会
、
昭
和
蘭
亭
記
念
展
図
録
、
東
京
、
一
九
七
三
年 

 

３

國
立
故
宮
博
物
院
、
傳
移
模
写
、
台
北
、
二
〇
〇
七
年 

４

徐
邦
達
、
蘭
亭
臨
本
前
後
七
種
考 

六
、
書
譜
、
第
八
巻
第
五
期
（
総
四
八

期
）
一
九
八
二
年
十
月
、
七
六
―
八
十
頁
、
書
譜
出
版
社
、
香
港 

５

高
明
一
、
元
代
陸
継
善
模
禊
帖
与
褚
模
蘭
亭
、
故
宮
文
物
月
刊
、
二
六
八
号
、 

二
〇
〇
五
年
七
月
、
五
二
―
六
五
頁
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
台
北 

６ 

陸
継
善
本
の
写
真
図
版
の
出
典
は
、
前
掲
の
傳
移
模
写
及
び
高
明
一
論
文 

７

書
菀
、
第
二
巻
四
号
、
特
輯
蘭
亭
号
、
三
省
堂
、
東
京
、
一
九
三
八
年
四
月 

８

王
連
起
、
元
陸
継
善
蘭
亭
序
考
、
文
物
、
二
〇
〇
六
年
第
五
期
、
八
七
―
九

七
頁
北
京 

９

前
褐
注
５ 

 

高
明
一
論
文 

 

１
０

文
人
画
粋
編
、
中
国
篇
三
、
黄
公
望
・
倪
瓉
・
王
蒙
・
呉
鎮
、
中
央
公
論
社
、

東
京
、
一
九
八
五 



                              
 

１
１

孫
寶
文
編.

、
蘭
亭
序
墨
迹
五
種
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
長
春
、
二
〇
〇
六

年
十
一
月 

１
２

詹
杭
倫
・
杜
慧
月
、 

陳
鑑
。
高
閨
出
使
朝
鮮
与
「
丁
丑
皇
華
集
」
考
述
、 

文
学
新
論
、
第
五
期
、
二
〇
〇
七
年
六
月 

二
一
―
三
六
頁 

１
３

書
品
、 

第
二
三
八
、 

蘭
亭
叙
・
唐
模
六
種
、 

東
洋
書
道
会
、 

東
京
、 

一

九
七
三
年 

十
二
月 

１
４

文
物
精
華
編
纂
委
員
会
、 

文
物
精
華 

第
三
集
、 

文
物
出
版
社
、 

北
京
、 

一
九
六
四
年 

１
５

二
玄
社
、
蘭
亭
叙
虞
世
南
臨
本
、
原
色
法
帖
選
三
一
、
東
京
、
一
九
八
八 

１
６

前
掲 

注
１
４ 

文
物
精
華 
第
三
集
、
な
お
湖
南
省
本
図
版
は
、
前
掲 

注
２ 

昭
和
蘭
亭
記
念
展
図
録
及
び
注
１
３ 

書
品
、
第
二
三
八
号
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。 

１
７

西
川
寧
、
張
金
界
奴
本
に
つ
い
て
、
前
掲
載
書
品
第
二
三
八 

及
び
昭
和
蘭

亭
記
念
展
図
録
に
収
録 

１
８

谷
村
憙
斎
、
蘭
亭
叙
を
考
え
る
、
書
道
グ
ラ
フ
、N
o
.1
0
-1
9
8
7

、
近
代
書

道
研
究
所
、
東
京
、
一
九
八
七
年 

１
９

集
王
聖
教
序
は
、
諸
葛
神
力
、
許
敬
宗
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
初

の
宮
廷
の
王
羲
之
の
文
字
に
関
す
る
常
識
を
反
映
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
こ

の
中
で
蘭
亭
か
ら
と
っ
た
字
が
あ
る
と
し
た
ら
直
模
本
か
ら
と
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
蘇
米
斎
蘭
亭
考
に
従
っ
て
神
龍
本
・
張
金
界
奴
本
・
陳
鑑
＝
陸
継
善
本

と
比
較
し
て
み
た
が
、
三
本
の
う
ち
ど
れ
が
唐
初
本
に
近
い
の
か
判
断
で
き
な

か
っ
た
。
三
本
が
大
き
く
違
う
字
を
採
用
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
よ
る
し
、
一

字
一
字
で
は
字
間
の
問
題
は
考
察
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
逆
に
集
王

聖
教
序
と
大
き
な
違
い
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
現
存
の
蘭
亭
が
唐
初
の
蘭
亭
と

極
端
に
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
証
拠
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り

に
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。 

２
０ 

國
立
故
宮
博
物
院
、
故
宮
法
書
第
十
一
輯
中
宋
米
芾
墨
蹟
二
十
二
―
二
十

四
葉
、
一
九
六
八
年
、
台
北
。
ま
た
、
二
玄
社
、
故
宮
法
書
選
七 

宋
四
家
墨

蹟
選
、
二
〇
〇
六
年
。
東
京
に
も
収
録 

２
１

翁
方
綱
、
蘇
米
斎
蘭
亭
考
、
法
帖
考
に
収
録
、
芸
術
叢
編
第
一
集
、
世
界
書

                              
 

局
、 

台
北
、 

一
九
七
四
年 

２
２

上
海
博
物
館
編
、
上
海
図
書
館
蔵
善
本
碑
帖
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
、 

二
〇
〇
五
年 

２
３

前
掲 

注
２ 

昭
和
蘭
亭
記
念
展
図
録
、
一
一
六
―
一
一
九
頁 

２
４

前
掲 

注
２ 

昭
和
蘭
亭
記
念
展
図
録
、
一
二
四
―
一
二
五
頁 

２
５

谷
村
憙
斎
、
蘭
亭
叙
の
諸
刻
本
と
そ
の
系
統
、
河
出
書
房
書
道
全
集
４
「
三

国 

東
晋
」
に
収
録
、
一
九
五
四
年
十
二
月 

２
６

米
元
章
、 

書
史
、
宋
元
人
書
学
論
著
に
収
録
、
芸
術
叢
編
第
一
集
、
世
界

書
局
、
台
北
、
一
九
六
六
年 

２
７

前
掲 

注
１
１ 

蘭
亭
序
墨
迹
五
種 

２
８

安
岐
、
墨
縁
彙
観
、
天
津
市
古
籍
書
店
影
印
叢
書
集
成
本(

一
九
三
五)

、
一

九
九
四
年 

２
９

書
菀
、
第
二
巻
一
号
・
二
号
、 

弇
州
山
人
題
跋
、
三
省
堂
、
東
京
、
一
九

三
八
年 

３
０ 

前
掲 

注
２ 

昭
和
蘭
亭
記
念
展
図
録
六
六
―
六
九
頁 

 

３
１

都
穆
、
寓
意
篇
、
美
術
叢
書 

続
集
第
一
集
四
、
神
州
國
光
社
、
上
海
、
一

九
一
三
年 

３
２

明 

葉
盛
、
涇
東
小
藁
、
第
九
巻
、
題
褚
臨
蘭
亭
后
、
前
掲 

注
８ 

王
蓮

起
論
文
に
収
録 

３
３ 

と
こ
ろ
で
、
陳
鑑
本
に
も
、
項
子
京
の
印
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
印
は

神
龍
本
の
印
や
平
安
何
如
奉
橘
帖
の
印
と
比
べ
る
と
違
う
印
が
多
く
偽
印
の
よ

う
に
思
う
。
項
子
京
の
所
蔵
印
は
箔
付
け
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
か
ら
、
陳
鑑
本
が
項
子
京
の
所
蔵
で
あ
っ
た
と
は
確
証
で
き
な
い
。
今
の
と

こ
ろ
は
項
子
京
印
の
検
討
を
措
い
て
お
く
。 

３
４

東
晋
・
王
羲
之 

蘭
亭
叙
七
種
、
書
跡
名
品
叢
刊
二
十
二
、
東
京
、
一
九
五

九
年 

３
５

上
田
桑
鳩
、
蘭
亭
の
諸
本
を
習
っ
た
感
想
、
書
菀
、 

第
二
巻
四
号
「
特
輯 

蘭
亭
号
」
、 

三
省
堂
、
東
京
、 

一
九
三
八
年
四
月 


